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文教福祉委員会会議録 

 

平成２４年９月２０日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時２２分閉議（実時間１３５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第８７号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第５号（関係分） 

１．議案第８８号・平成２４年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第１号 

１．議案第８９号・専決処分の報告及びその承

認について（平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第４号（関係分）） 

１．議案第９５号・財産の取得について 

１．請願第４号・八代市教育委員会管轄の公立

学校の敷地内禁煙について 

１．平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎん

が保育園民営化反対について 

１．平成２３年請願第７号・八代市立保育所民

営化等計画に基づく宮地さくら保育園の民

営化計画中止について 

１．平成２３年陳情第１１号・河俣保育園の存

続について 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

  （八代市立図書館の窓口業務の委託状況に

ついて） 

  （金剛小学校校舎改築の基本設計につい

て） 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  松 永 純 一 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員 飛 石 順 子 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 
 
 教育長職務代理者 
            北 岡   博 君 
 教育部長 

  教育部次長     釜   道 治 君 

  学校教育課長    塚 副   徹 君 

  教育施設課長    増 住 眞 也 君 

  図書館館長     濵 田 大 祐 君 
 
 健康福祉部長兼 
            上 田 淑 哉 君 
 福祉事務所長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            堀   泰 彦 君 
  福祉事務所次長 

  はつらつ健康課長  蒲 生 尚 子 君 

  長寿支援課長    國 岡 雄 幸 君 

  こども未来課長   松 村   浩 君 

 総務部 

  財政課長      岩 本 博 文 君 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（松永純一君） 皆さんおはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから文教福祉委員会を開会いたしま

す。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第８７号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第５号（関係分） 
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○委員長（松永純一君） まず最初に、予算議

案の審査に入ります。 

 議案第８７号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第５号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、教育部から、歳出の第９款・教育費に

ついて説明願います。 

○教育部長（北岡 博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）大変お世話になります。 

 議案第８７号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第５号でございますが、第９款・教

育費の補正額１億１２１３万８０００円のう

ち、教育委員会関係分として総額１億１０７９

万円をお願いいたしております。 

 その詳細な内容につきましては、釜教育部次

長が説明をいたしますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○教育部次長（釜 道治君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部次長（釜 道治君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）お世話になります。済みません、座って説

明させていただきます。 

 それでは、お手元に補正予算書と本日お配り

をいたしております文教福祉委員会資料１とい

うのを一緒に出しておいていただきたいという

ふうに思います。よろしいでしょうか。予算書

ときょうお配りしました資料１というものでご

ざいます。 

 はい、説明に入らせていただきます。 

 まず、予算書の資料の３ページをお願いをい

たします。 

 歳出の第９款・教育費に、今回１億１２１３

万８０００円を追加いたしまして、補正後の予

算額を４３億６２００万７０００円にするお願

いでございます。補正の項別の内訳といたしま

しては、教育総務費に１５万円、小学校費に３

０万円、中学校費に１億７６８万７０００円、

社会教育費に４００万１０００円でございま

す。 

 それでは、補正の内容について具体の説明を

させていただきます。１４ページをお願いをい

たします。 

 説明に入ります。 

 項の１・教育総務費、目２・事務局費から説

明をいたします。補正額１５万円で、東陽地区

の学校統合に要する報償費でございます。平成

２５年４月に向けて、東陽地区の小学校、種山

小、種山小内ノ木場分校、河俣小の統合準備を

進めておりますが、おかげさまで本年４月から

協議を進めてまいりました学校統合準備委員

会、──これは保護者、地域住民、学校、支

所、教育委員会で組織したものでありますが、

予定しておりました協議も終了し、来月上旬に

全体報告会を行う運びとなっております。 

 これまでの協議の中で、統合後の子供たちが

一つとなって、励まし合い、助け合いながら新

しい学校の歴史をつくっていける、また、子供

たちに夢と希望を与え、新たな気持ちですくす

く元気に育ってほしいということから、新しい

校名、新しい校歌、新しい校章を作成すること

となっております。また、その作成に当たりま

しては、東陽町にゆかりのある元教職にあった

先生方にぜひお願いしたいという協議があって

おりますことから、今回、作詞・作曲及び校章

デザイン制作に必要となる経費をお願いをして

いるものでございます。 

 以上が報償費１５万円の理由でございます。 

 次に、項の２・小学校費、目２・教育振興費

でございます。補正額が３０万円で、全額県の

委託金を充てるものでございます。事業の内容
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でございますが、昭和小学校が県から道徳教育

総合支援事業の研究指定を受けたことに伴い、

今年度、県独自の道徳教育用郷土資料、熊本の

心を活用して実践的な研究を進め、その成果を

検証し、学校の教育活動全体を通した道徳教育

の充実につなげるとともに、家庭や地域と一体

となった道徳教育の展開を目指すこととなり、

その研究のために必要となる諸経費の補正をお

願いするものでございます。 

 なお、昭和小学校が研究指定を受けた背景と

しましては、資料熊本の心の５・６年生用に、

昭和校区にある松田神社ゆかりの農業の神様と

言われておられます松田喜一さんが紹介されて

おり、教材研究を進める上で昭和小学校が適し

ているということが挙げられます。 

 歳出の節の主なものにつきましては、まず、

研究会参加のための旅費１２万８０００円と、

需用費のうち消耗品に３万４０００円、研究の

まとめとしての印刷製本費１０万円、計１３万

４０００円が挙げられます。 

 そこで、きょうお配りをいたしております資

料１でございますけれども、１枚あけていただ

きますと、ただいま紹介しました熊本の心の表

紙をつけております。これの小学校５・６年生

用でございます。１枚あけていただきますと、

次に、九百九十九段めという題名で松田喜一さ

んのいろんな御苦労やいろんな努力の姿を、き

ょうお配りしておりますのでは２ページにかけ

て紹介がしてございます。何度もの失敗にもく

じけず、たゆまない努力によって、人づくり、

土づくり、作物づくりの目標をやり遂げた松田

喜一さんの姿を通して、道徳的な研究を進めよ

うと、そういった趣旨でこの資料ができておる

というところでございます。 

 次に、項の３・中学校費、目３・学校建設費

です。補正額が１億７６８万７０００円。第一

中学校校舎耐震改修に伴う工事請負費でござい

ます。財源につきましては、国補助金が３５６

０万３０００円、市債６８４０万円、市債につ

いては合併特例債を活用することとしておりま

す。 

 今回の補正については、国の特定財源が平成

２４年度中に確保されることとなったことか

ら、喫緊の課題である学校耐震化を進めるた

め、平成２５年度に改修工事を計画している事

業の中から前倒しで耐震補強を行うものでござ

います。また、国・県からも事業の前倒しにつ

いて耐震化の推進ということで積極的な要請が

なされておるところでございます。 

 今回の前倒しで補強工事を行う校舎は、３棟

ある校舎のうち最も北側、緑の回廊線に近い校

舎でございまして、昭和４４年度、４５年度の

建設で、Ｉｓ値が０.３８及び０.４９の校舎で

ございます。その耐震補強工事の内容は、壁ブ

レース新設８カ所、ベランダ改修、屋内消火栓

設置工事などが主なものでございます。 

 別添の資料１に、第一中学校の校舎の配置図

を４ページにつけております。資料の右上が正

門、校門になりますが、そこから入りまして事

務室がある校舎、そして真ん中、一番最後とい

うことで３列、３つ校舎がございます。網掛け

をしております一番北側の校舎を今回前倒しで

耐震補強工事に入るというようなことで御理解

をいただきたいというふうに思います。 

 次に、項の７・社会教育費、目４・図書館費

でございます。補正額が２６５万３０００円。

図書館本館の内外壁調査設計業務委託に要する

経費でございます。 

 図書館本館については昭和６０年３月に竣工

し、２８年ほど経過をしております。本年７月

２４日、図書館２階調査研究室、いわゆるレフ

ァレンス室の窓上部、位置的には東側の駐車場

の北側に位置する場所でありますが、その外壁

の一部タイルが縦約１０センチ、横約２メート

ルほど剝離落下をいたしました。また、その後

の現況調査で落下箇所以外にもタイルの浮き上
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がりが確認されたことから、建物全体の状況確

認と今後の対応を計画するため、壁面調査及び

実施設計委託に要する経費をお願いをいたして

おります。 

 なお、現在はタイルの落下箇所周辺について

はロープ等で立ち入りを禁止しており、浮きが

確認されたテラスも立入禁止にして、事故防止

に努めておるところでございます。 

 そこの写真を資料１の最後の２枚につけてお

ります。場所的には今申しましたように未舗装

の駐車場の一番奥の部分でございまして、５ペ

ージの真ん中ほどにありますようにタイルが２

メーターほど剝離落下をしたというような状況

でございます。現在は、６ページでございます

けれども、ロープを張りまして、安全確保とい

うことから危険性のある部分については立ち入

りを禁止をいたしておると、そのような状況で

ございます。 

 以上が、教育部が所管いたします補正のお願

いということでございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） ただいま説明があり

ました部分について質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

○委員（福嶋安徳君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。教育部の道徳教

育ですかね。今、道徳、こん教育をなされてい

る学校数は、──全校にこれはありますか。全

校、道徳教育はやっておられる。 

○委員長（松永純一君） はい、釜次長。 

○教育部次長（釜 道治君） 全校でやってお

ります。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） この時間的にはどのく

らいですかね。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、課長。塚副課

長ですか。 

○学校教育課長（塚副 徹君） 塚副です。 

○委員長（松永純一君） はい。 

○学校教育課長（塚副 徹君） 年間３５時間

です。 

○委員（福嶋安徳君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 週、年間３５時間って

言ったら、ぴんとこぬが。 

○委員長（松永純一君） はい、塚副課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） 週１時間で

す。（委員福嶋安徳君「週１時間」と呼ぶ） 

○委員（福嶋安徳君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 今いろいろと教育問題

また学校問題、いろんな形で報道がなされてい

るものがございます。生徒にしろ先生にしろ、

この何といいますか、道徳教育ちゅうのが今、

あんまり今までなされてこなかったっていうの

が一つ問題点があるんじゃないかなというふう

にも考えられます。 

 やはりこの道徳教育ちゅうのもやっぱり子供

にとってはやっぱり本当に重要視していく必要

性があるんじゃないかなというふうに私なりに

考えております。そういった面もですね、含め

てやっぱりこの指導をしていく必要性を、これ

はもう求めときます、はい、要望です。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。この第一中学校

の校舎耐震改修工事に直接は関係ないんです

が、まだ耐震改修をせないかぬ物件はどれぐら

いありますかね。 

○教育施設課長（増住眞也君） はい。 
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○委員長（松永純一君） はい、増住課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） 今現在、計画

の中で進めておりますのは６９棟でございま

す。 

○委員（前垣信三君） で、済みません、は

い。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） ６９棟が全部残っとる

んですか。 

○委員長（松永純一君） はい、増住課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） はい、済みま

せん。現在、工事中のものが１２棟ございま

す。それから、統廃合の関係で改修をしない予

定のものがございまして、残りで申しますと、

一中分の今回の予定を除きまして５６棟が残り

となります。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 結構な数が残っとるん

ですが、これは完了といいますか、終わるのは

大体どれぐらいまでに終わりますか。 

○委員長（松永純一君） はい、増住課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） ２７年度を予

定をしております。（委員前垣信三君「いいで

す」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

 はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 東陽地区学校統合関連

の経費なんですけど、ちょっと児童数をちょっ

と教えていただけますかね。各分校、河俣小。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、塚副課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。失礼い

たします。平成２４年度現在、種山小学校７６

名、内ノ木場分校８名、河俣小学校１１名でご

ざいます。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） これは統合した場合、

児童の送迎はどう考えておられるのか。送迎バ

ス出されるのか。地理的わからないから。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、釜次長。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。統合対策

として当然スクールバス、要するに対象となる

地域の子供さんの数に応じますけれども、いわ

ゆるスクールバスでその送迎はするということ

でございます。（委員矢本善彦君「はい、わか

りました」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） はい。なければ以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（矢本善彦君） ちょっと、はい、済み

ません。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 図書館ですけども、幸

いにも人的被害なかったんですけど、ちょっと

私、受付の上も何かタイルだったと思うんだけ

ども、あすこもちょっと点検しちょったほうが

いいと思いますけどね。これ意見です、はい。 

○委員長（松永純一君） はい。以上で第９款

・教育費については終了いたします。 

 執行部の入れかえをお願いいたします。 

（執行部 入退室） 

○委員長（松永純一君） それでは次に、健康

福祉部から、歳出の第３款・民生費及び第４款

・衛生費について一括説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）
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 はい。おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）お世話になります。 

 議案第８７号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第５号中、健康福祉部が所管いたし

ます民生費及び衛生費につきまして、堀次長よ

り説明させていただきますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） はい、堀健康福祉部

次長。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい。おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部の堀

でございます。座らせていただき、説明を続け

させていただきます。 

 お手元にございます議案第８７号・平成２４

年度八代市一般会計補正予算・第５号のうち、

健康福祉部が所管いたします第３款・民生費及

び第４款・衛生費につきまして御説明いたしま

す。３ページをお願いいたします。 

 歳出の部でございます。 

 款の見出し中、款の３・民生費では項の１・

社会福祉費に３億８４８５万８０００円を追加

し、補正後の予算額を９０億２１４３万円とし

ております。項の４・災害救助費は２３８万９

０００円を追加し、５３８万９０００円として

おります。あわせまして、民生費全体では３億

８７２４万７０００円を追加し、補正後の予算

額を２００億６０７１万４０００円としており

ます。 

 また、款の４・衛生費では、項の１・保健衛

生費に６４５５万７０００円を追加し、１５億

８４２９万９０００円としております。衛生費

全体の補正後の金額は上段となりますが、４２

億６５８２万４０００円となります。 

 １２ページをお願いいたします。歳出の中段

でございます。 

 款の３・民生費、項の１・社会福祉費、目の

１・社会福祉総務費に補正額といたしまして３

億８４４４万３０００円を追加いたして、補正

後を５７億９８９万１０００円といたしており

ます。その補正財源は全額、国県支出金でござ

います。 

 内容を御説明いたします。節の１９・負担金

補助及び交付金に同額を計上いたしておりま

す。その内訳として右の説明欄をごらんくださ

い。 

 まず、地域介護・福祉空間整備等交付金事業

９００万円でございますが、１カ所当たりの補

助金額は３００万円となっております。これは

第５期介護保険事業計画の中で、訪問看護ステ

ーションの大規模化などに必要な給料、職員手

当、報酬、需用費、使用料及び賃借料などの経

費を用いて整備するための事業を行うものでご

ざいますが、本市１３カ所の事業所に事前に確

認しましたところ、３カ所から訪問看護ステー

ションの整備拡充を図りたいとのお申し出があ

り、国へ申請を行っていたところ、本年７月１

１日に地域介護・福祉空間整備推進交付金３カ

所分の９００万円の内示がありましたので、今

回補正予算を計上いたしたものでございます。 

 次に、介護施設等スプリンクラー整備特別対

策事業でございますが、１９９万３０００円の

補正となっております。 

 この事業は平成１８年１月に長崎県大村市の

認知症高齢者グループホームの火災により、死

者７名、負傷者３名の惨事が発生いたしました

ため、平成１９年公布、２１年施行の消防法の

改正により、スプリンクラーは延べ床面積２７

５平方メートル以上の社会福祉施設には必置設

備となり、さらに熊本県介護基盤緊急整備特別

対策事業におきまして、設置義務のない２７５

平方メートル未満までの小規模多機能型居宅介

護事業所に対しましても、平成２４年度からス

プリンクラー等整備助成が追加されることとな

りました。 

 そこで、未設置の市内の４施設に照会を行い
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ましたところ、床面積が１９９平方メートルの

小規模多機能型居宅介護事業所ブロッサムから

申請があり、補助基準に従い床面積１平方メー

トルあたり７０００円の単価補助で、ここは１

９９平方メートルございますので、１３９万３

０００円を補助するものでございます。 

 また、消防機関へ通報いたします火災報知設

備につきましても、未設置の施設５カ所に対し

て照会を行い、小規模多機能型居宅介護事業所

の木もれびの家と憩いの家楽しみの２カ所から

申し出があり、火災報知機を設置するため１カ

所当たり３０万円を補助いたすものでございま

す。２カ所分あわせまして６０万円でございま

すが、スプリンクラーとあわせまして８月９日

に県健康福祉部長寿社会局長名にて内示があり

ましたため、今回１９９万３０００円の補正を

計上するものでございます。 

 次に、介護基盤緊急整備特別対策事業と施設

開設準備経費助成特別対策事業でございます

が、平成２４年度から本市は３年間の第５期介

護保険事業計画におきまして、介護老人福祉施

設入所待機者解消のため、平成２４年度では設

置予定の地域密着型介護老人福祉施設入所者生

活介護施設２カ所と、認知症対応型共同生活介

護グループホーム施設３カ所、合計５カ所の整

備を行うものでございます。 

 その施設の選定につきましては、先日外部委

員を含めた地域密着型サービス運営委員会にお

きまして審査いただいたところでございます。

選定の結果の資料をお手元に、文教福祉委員

会、地域密着型サービス整備に関する資料とい

うことでお届けしているかと思いますが、ごら

んいただきましてよろしゅうございますでしょ

うか。よろしゅうございますでしょうか。カラ

ーの地図等がついてる部分でございます。ござ

いますでしょうか。 

 めくっていただきまして、地図の１ページ目

の右のほうに表がありますが、下のほうです

が、１２番と１３番になります。これは地域密

着型サービス整備状況、小規模特別養護老人ホ

ームの位置図をあらわしております。⑫と⑬、

黄色になっておるところがその位置を示してお

ります。１２番は仮称、──施設名は今のとこ

ろ仮称ですが八代草、１３番が──失礼しまし

た、１２番海士江町に八代草、１３番が麦島の

古城町にキャッスル麦島というものをつくられ

る予定となっております。 

 次、１枚めくっていただきまして、こちらは

グループホームのほうの地図になります。表の

下のほう１５番、１６番、１７番、１５番は昭

和日進町のほうにグループホーム清流、１６番

が高田の渡町にグループホームひかり、１７番

が二見本町のほうにグループホームしあわせと

いう施設を予定されているところでございま

す。（｢資料１か」と呼ぶ者あり）（発言する

者あり）一番最後の今後のスケジュールにつき

ましては、（｢引き出しから持ってきた」と呼

ぶ者あり）（発言する者あり）ございますでし

ょうか。（｢よかよか」と呼ぶ者あり）よろし

いですか。 

 一番最後の今後のスケジュールは、今後、施

設等が行う予定のスケジュールめどを記載して

いるものでございます。 

 一応資料から説明に戻りますが、事業者の公

募につきましては本年４月１３日から八代市ホ

ームページに掲載し、募集を行っております。 

 地域密着型サービス運営委員会の開催経緯に

つきましては、委嘱状交付式、事業概要の説

明、計５回の開催となっております。 

 事業所のただいま申し上げました選定につき

ましては、まず６月２５日、松高、八千把校区

の第３圏域に計画の定員２９人以下の小規模特

別養護老人ホームに対しまして６事業所の応募

から選定をいたしております。６月２９日には

太田郷、昭和、龍峯、千丁校区になります第２

圏域に計画の認知症対応型共同生活介護グルー
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プホーム施設に、こちらは１ユニット９人の定

員となりますが、６事業所の応募から選定をい

たしております。７月６日には植柳、高田、金

剛、宮地校区の第５圏域に計画の認知症対応型

共同生活介護グループホーム施設に４事業所か

ら選定、あわせまして同日、日奈久、二見、坂

本校区の第６圏域に計画の認知症対応型のグル

ープホーム施設に対しまして２事業所の応募か

ら、各圏域ごとにそれぞれ１事業所を選定いた

しております。 

 さらに、１回目には応募がございませずに追

加募集をいたしました代陽、八代、麦島、郡築

校区の第４圏域には計画の定員２９人以下の小

規模特別養護老人ホームには５事業所から２回

目には応募がございまして、８月２９日に１事

業所の選定を行った結果が先ほどの資料でござ

います。 

 選定されました小規模特別養護老人ホーム２

カ所と、認知症対応型共同生活介護施設グルー

プホーム３カ所の施設整備が円滑に行われます

よう、国の介護基盤緊急整備等臨時特例交付金

を財源としました熊本県の介護基盤緊急整備特

別対策事業及び施設整備開設準備経費助成特別

対策事業補助金を活用するため、補助申請いた

しておりましたところ、本年７月２６日に県健

康福祉部長寿社会局長名にて県介護基盤緊急整

備特別対策事業補助金３億２２００万円の内示

を受けたところでございます。 

 まず、項目の介護基盤緊急整備特別対策事業

の内容といたしましては、定員２９名以下の小

規模特別養護老人ホームに対しまして１床当た

り補助単価４００万円がございまして、２９床

の２施設ございますので、２億３２００万円の

補助金となります。また、認知症対応型共同生

活介護グループホーム、こちらは補助単価が１

施設当たり３０００万円ございまして、３施設

分合わせますと９０００万円の補助金となりま

す。合計しましたこの補助金３億２２００万円

は、施設建設のためのハード整備に対応する補

助金でございます。 

 次の施設開設準備経費助成特別対策事業でご

ざいますが、５１００万円となっております。

まず、定員２９名以下の小規模特別養護老人ホ

ームに対しまして、こちらは定員１名当たり補

助単価６０万円がありまして、２９名の２施設

分となりますので、３４８０万円の補助金とな

ります。 

 また、認知症対応型共同生活介護グループホ

ーム、こちらも１名当たり補助単価６０万円で

ございまして、１ユニット９名でございますの

で、３施設分合わせまして１６２０万円の補助

金となります。合わせまして補助金５１００万

円は、施設の新規開設に伴い、円滑な事業を行

うため、開設前に看護職員、介護職員などの雇

い上げ、そして職員研修、開設のための広報な

どの開設準備を行うことに要するソフト経費に

対する補助金でございます。 

 次に、目の１の社会福祉総務費の一番下の事

業となりますが、民生・児童委員ＰＲ活動補助

金として４５万円を計上いたしております。こ

れは民生委員・児童委員の活動を広く住民にＰ

Ｒするために要する各地区の単位民生委員・児

童委員協議会の経費に対しまして、県の補助要

領に基づき助成されるもので、民生委員・児童

委員の活動の重要性を呼びかけることで、地域

住民に対してその活動への理解を図るととも

に、担い手不足解消の一助とするということを

目的といたしております。今回、本年８月３１

日に県補助金の交付決定が届きましたため、補

正に計上したものでございます。 

 補助対象となります取り組み項目といたしま

しては、一つ、活動内容を周知する取り組み。

一つ、民生委員・児童委員に対する親近感や好

感度を高める取り組みの２項目ございまして、

取り組む項目数により補助単価が決定するもの

でございます。 
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 これまでの経緯といたしましては、本年４月

に県の補助要領の提示を受けまして、本市にご

ざいます１９地区全ての単位民生委員・児童委

員協議会に照会をいたしましたところ、９つの

協議会から取り組む旨の回答を６月１８日にい

ただき、県へ申請していたものでございます。

その内訳は、麦島、植柳、松高、八代、八千

把、龍峯、太田郷、二見、鏡の９協議会が２項

目に取り組まれ、補助単価が５万円でございま

すので、合計しますと補助金総額が４５万円と

なります。特定財源として、全額県支出金４５

万円を予定しております。 

 なお、本事業は一昨年度から始まりました事

業でございますが、２２年度７地区、昨年は８

地区の単位協議会が取り組まれております。 

 次に、一番下となりますが、目の４・障害福

祉対策費に４１万５０００円を補正し、補正後

の金額を２８億２３１２万２０００円といたし

ております。こちらも財源は国庫支出金で障害

程度区分認定等事業費補助金、障害者虐待防止

対策支援事業の国庫補助の内示を７月５日に受

けておるものでございます。 

 節は１１となり需用費でございますが、国の

障害者虐待防止対策支援事業実施要綱に基づき

まして、普及啓発事業の一環としまして、障害

者虐待の防止、障害者虐待を受けた障害者の保

護及び自立の支援並びに擁護者に対する支援に

資するため、本年１０月１日から施行されます

障害者虐待防止法における障害者虐待の通報義

務などの広報及びその他の啓発活動を行うもの

でございます。今回は、ただいま申し上げまし

た内容のチラシを５万７００枚作成し、市広報

に折り込むとともに、相談支援事業所、障害関

係施設、人権啓発センターなどへ配布を行う予

定でございます。 

 次に、１３ページに移ります。 

 款の３・民生費、項の４・災害救助費、目の

１・災害救助費に補正額といたしまして２３８

万９０００円を追加し、５３８万９０００円と

いたしております。これは東日本大震災の被災

自治体であります宮城県石巻市に対する人的支

援としまして、市職員を現地に派遣し、被災地

復旧の業務に従事させるための関係経費をお願

いするものでございます。 

 昨年度も石巻市に対しまして１０月から６カ

月間、２名の職員を派遣いたしておりました

が、まだまだ復旧復興事業のため職員が不足し

ている状況にあるということを受けまして支援

を行うものでございます。本年度もこの１０月

から来年３月までの６カ月間、土木技術職を２

名、建築技術職を１名、計の３名の職員を派遣

する計画でございまして、そのために必要な交

通費等の経費を計上いたしたものでございま

す。 

 その内訳といたしましては、節の９・旅費に

３名の派遣にかかる旅費として２１９万４００

０円、節の１１・需用費に派遣職員に支給する

作業服などの経費として１９万５０００円でご

ざいます。なお、特定財源といたしまして石巻

市からの負担金２３８万９０００円がございま

す。 

 次の項に移りますが、款の４・衛生費、項の

１・保健衛生費、目の２・予防費に６４５５万

７０００円を追加し、３億２４５６万１０００

円といたしております。 

 節の１３・委託料に６４５５万７０００円の

内訳としましては、定期ポリオ予防接種業務委

託料６２８２万４０００円を、同じくポリオ予

防接種の接種履歴を記録するための電算システ

ム改修委託料といたしまして１７３万３０００

円を計上いたしております。 

 予防接種事業は感染のおそれのあります疾病

の発生及び蔓延を防止するため事業を行うもの

でございますが、発生、蔓延を防ぐための一類

疾病のポリオ予防接種につきましては、昨年度

から全国的に生ポリオワクチンの安全性を疑問
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視する世論が高まりまして、いわゆる接種控え

の動きが懸念されていたところでございます

が、本市におきましてはそうした動きは顕著に

見られず、特に変動もなく推移してきていたと

ころでございました。 

 しかし、世論やマスコミ論調の流れから２４

年６月１日の国による関係自治体担当者会議に

おきまして、正式に生ポリオワクチンから不活

化ポリオワクチンを用いた予防接種に変更する

との国の説明があり、本年９月１日から全国一

律に不活化ポリオワクチンによる予防接種に移

行することになったものでございます。 

 不活化ポリオワクチンによる予防接種に移行

することに伴い変更される点は、ワクチン自体

の効能が不活化処理により若干弱まりますため

に接種回数が２回から３回へ、将来的には４回

にふえる見込みでありまして、これまでの春、

秋２回の保健センターでの集団接種ではなく

て、個別の医療機関に接種をお願いする個別接

種形式になります。また、集団接種から個別接

種ともなることで通年で接種できるなど、利便

性は高くなりますものの、新しいワクチンの価

格そのものが高いことや個々に初診料を含め接

種手数料が発生しますことから、接種単価は１

件当たり９８５０円となります。 

 対象者数の見込みは、２４年度春季の生ポリ

オワクチンによる集団接種を行った９３０人の

方は２回の接種を見込み、本年度初めて接種さ

れる方１０７３人は３回の接種を見込んでおり

ます。また、今後出生者のうち、年度内接種見

込み数を延べ１４１９人と見込みまして、合わ

せまして本年度内の延べ接種者数を６４９８人

と見込んでおります。 

 財源は一般財源となります。 

 以上が、健康福祉部が所管いたします補正予

算の内容でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（松永純一君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。この民生費、衛

生費含めて、国・県の補助事業で行われますけ

れども、先日来、国からの通達で交付税がおく

れるということが県のほうに通達がなったとい

うことで知事が申されておりましたけれども、

それについては、この地方自治体についてはこ

ういった事業、もうほとんど全部とめるような

んですけども、影響はどのような形になります

か。 

○財政課長（岩本博文君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、財政課長。 

○財政課長（岩本博文君） おはようございま

す。財政課の岩本です。 

 交付税につきましては、市町村、自治体につ

きましては若干おくれはございましたけれども

入ってまいりました。県関係がですね、ちょっ

とおくれてるというような状況。で、補助金関

係はですね、今のところはそういう影響という

話は聞いておりませんので、予定どおりといい

ますか、補助金関係は年度末近くに入ってまり

ますけれども、その形で収納されるのではない

かというふうに思っております。 

 以上です。（委員福嶋安徳君「いいです」と

呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） この予防接種だけど

も、民生費の中で介護関係は県の支出金が全額

だけど、この予防接種は一般財源を使うと。こ

れは国のあれで、少子化の中でたい、何で県の

補助金は出ないんかなと思ってから不思議でな

らぬと。そこを何か。 

○委員長（松永純一君） はい、蒲生課長。 
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○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はつらつ

健康課の蒲生です。よろしくお願いします。 

 予防接種に関しましては、これまでも補助金

っていう形ではございませんで、国からの交付

税措置で実施をさせていただいてるところでご

ざいます。今回の不活化ポリオワクチンについ

ても同様と考えておりますが、その正式な通知

としてはまだ来ておりません。 

 以上です。（委員矢本善彦君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 介護施設のこのスプリ

ンクラー整備特別対策事業の、基本的には国・

県の支出でしょうけれども、工事額の割合は全

額補助になるんですか、どれぐらいなんです

か。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）長寿支援課の國岡でございます。 

 委員、今御質問のスプリンクラーの整備の関

係でございますけれども、平米単価当たり７０

００円という単価基準がございまして、それに

ですね、延べ床面積を掛けた分がですね、各施

設のほうに補助金として交付されるという仕組

みになっております。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。わかりました。

それと、１つお尋ねしたかっですが、今この市

内のこういった事業所で、このスプリンクラー

の整備の割合といいますか、それはわかります

か。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい、済みま

せん。スプリンクラーの整備状況につきまして

は先ほど次長が申しましたように、福祉施設に

つきましてはですね、延べ床面積が２７５平米

以上のところにつきましてはもう既に２３年度

末までですね、義務化が図られとります。 

 問題なのは、２７５平米未満の小規模な施設

でございまして、それにつきましてはですね、

先ほど次長のほうで御説明いたしましたよう

に、該当する施設のほうにつきましてはです

ね、意向確認を行っております。で、ほとんど

の施設がその意向に応じてですね、整備をされ

るわけでございますけれども、若干手出しの部

分があるところがございますもんですから、ど

うしても平米単価７０００円ではおさまり切ら

ないと。その土地の状況とか住環境の状況です

ね。そういうところにつきましてはですね、ま

だ残っとるところが数カ所、小規模でございま

す、２７５平米未満の施設ということで。 

 現在、私どものほうで把握してます未整備の

施設といたしましては、今回の予算の整備を外

しまして、５カ所ほどまだ残っているという状

況でございます。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） いいです。はい。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） この介護基盤緊急整備

の中でグループホーム、これが今１４カ所あっ

て、３カ所が今度追加でくるんだけど、八代市

の認知症は大体約３８００人ぐらいおる中で、

どのくらいの解消できるか、そこを。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。今回整

備いたしますグループホームは３カ所でござい

まして、１カ所につき入居定員が９名でござい
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ます。で、計算しますと２７名の方が利用でき

るということでございますけれども、今議員御

指摘のとおりですね、市内にはですね、認知症

という病名を持っておられる方じゃなくて、い

わゆる介護の認定を受けられてですね、認知機

能低下が見られる方が約４５００名ほど、認定

者が８０００名のうちですね、４５００名ほど

いらっしゃいます。 

 ただし、その中につきましてですね、どうし

てもグループホームへ入らなければならないと

いうことはごくわずかな方でございますので、

今回２７名の入居定員を確保いたしますけれど

も、まだまだ未整備でございますのでですね、

第６期の介護保険事業計画以降にですね、そち

らの不足分についてはですね、検討していきた

いというふうに考えております。（委員矢本善

彦君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい、ほかにありま

せんか。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） １２ページの介護基盤

緊急整備特別対策事業について、念のため確認

したいと思います。 

 予算書で国県支出金というような表現ござい

ますけども、財源スキームとしては国から県が

一旦補助金を受け入れて、で、国の支出という

立場で八代市に拠出されると、そういう考え方

でよろしいでしょうか。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。市のほ

うで予算化いたしまして、入りのほうはです

ね、県からいただきますけれども、その県から

いただく補助金の財源はですね、あらかじめ国

のほうから県のほうに流れてきてます。それが

ですね、ことしの６月の県議会の補正予算で成

立をしておりまして、それに基づいてうちのほ

うが歳入で受け取って、整備事業所のほうに交

付するという流れになります。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） そうしますと、この制

度、──補助制度自体は、国の補助金の補助金

等に係る予算の執行の適正化に関する法律の適

用を受けることになりますでしょうか。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） これにつきま

しては、今申しましたようにですね、国から財

源が県に流れてきまして、基金として県が積み

立てておりますので、形を変えまして今度は県

の補助金としてうちが受け取りますので、そこ

はですね、基金としての部分でございますの

で、ちょっと補助金の適化法に対象になるかど

うかっちゅうのが、ちょっと私のほうじゃあ、

今即答ができません。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい、きょうのところ

はそれまでの返答で結構ですので、またわかり

ましたら改めてお知らせをお願いします。以上

です。（長寿支援課長國岡雄幸君「はい」と呼

ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい、ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） はい。以上で質疑を

終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８７号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第５号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（松永純一君） はい。挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第８８号・平成２４年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号 

○委員長（松永純一君） 次に、議案第８８号

・平成２４年度八代市介護保険特別会計補正予

算・第１号について説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。続きまして議案第８８号・平成２４年

度八代市介護保険特別会計補正予算・第１号に

つきまして、長寿支援課の國岡課長より説明さ

せていただきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。長寿支

援課の國岡でございます。座らせて説明させて

いただきます。 

 それでは、議案第８８号・平成２４年度八代

市介護保険特別会計補正予算・第１号について

御説明いたします。 

 まず、１ページのほうをお開きいただきたい

と思います。 

 第１条、歳入歳出予算それぞれ４７２０万１

０００円を追加いたしまして、歳入歳出予算総

額を歳入歳出それぞれ１２８億９９６７万８０

００円といたしております。 

 それでは、補正予算の内容を歳出のほうから

御説明いたします。５ページのほうをお開きい

ただいと思います。 

 同ページの下段のほうに、第５款・諸支出

金、項１・償還金及び還付加算金、目１・償還

金及び還付加算金で、４７２０万１０００円を

計上いたしております。これは、平成２３年度

の介護保険給付費等の確定に伴う精算により、

超過交付となった負担金、補助交付金及び平成

２３年度末をもってその効力を失った八代市介

護従事者処遇改善臨時特例基金の残金をそれぞ

れ国・県などに返還するものでございます。 

 その内訳といたしましては、社会保険診療報

酬支払基金への返還金といたしまして１０９万

５０００円、国への返還金といたしまして３８

３１万６０００円、また、県への返還金といた

しまして９７万４０００円でございます。 

 それから、介護従事者処遇改善臨時特例基金

に関する国への返還金といたしまして、６８１

万６０００円を返還するものでございます。こ

の介護従事者処遇改善臨時特例基金は、平成２

１年度の介護報酬改定で、介護従事者の処遇改

善分が介護報酬に上乗せされたことに伴い、影

響を受けます介護保険料の上昇を抑制するた

め、平成２０年度に国の交付金を財源とし、創

設しました基金でございます。この基金につき

ましては、平成２３年度末までに解散するもの

とされ、解散するときに保有する基金の残金は

国に返納しなければならないと規定されていた

ことから規定に基づき返還するものでございま

す。 

 なお、返還いたします残金は保険料上昇抑制

分と一緒に交付されました当該基金の設置目的

を市民に幅広く広報するための経費分の残金で

ございます。 

 引き続き、歳入のほうを御説明いたします。

同じく５ページの上段をごらんください。 

 第５款・県支出金、項１・県負担金、目１・

介護給付費負担金の過年度分２０２２万５００

０円は、平成２３年度中に入るべき県負担金が

入らなかったことから過年度分として今年度に

入る負担金を財源といたしております。 
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 次に、中段の第８款・繰越金、項１・繰越

金、目１・繰越金で２６９７万６０００円を計

上しております。これは平成２３年度からの繰

越金の全額でございまして、介護従事者処遇改

善臨時特例基金の解散に伴う残金もこの繰越金

の中に入っております。 

 以上が補正予算の概要説明でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（矢本善彦君） １つよかですか。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 介護従事者処遇改善の

臨時特例基金の返納だけど、これは平成２１年

に私も一般質問してるんだけども、このときに

どのぐらい上がるかと、１人当たり、介護者に

ですね。たしか１万５０００円から２万円ほど

給与が上がるような答弁いただいたんだけど、

これはなぜ返還しなきゃいかぬのかな。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。今委員

さん御指摘のですね、保険料抑制分につきまし

ては、国からいただいた分につきましては全額

抑制分に使っております。残って返還する部分

につきましては、その国からいただいた分で保

険料を抑制したんだよというのをですね、周知

もしくはそれにかかわるですね、システムの改

修費等に使う分でございまして、うちのほうに

つきましてはですね、システム改修費につきま

しては自前で改修ができたと、職員のほうでで

すね。外部からの──外注による経費はかから

なかったということが主な要因で事務費が残っ

て、これを返還するということでございます。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） それじゃあ、平成２１

年から、改定になってからどのぐらい、これは

使ってるの。今、残金が６８１万６０００円だ

けど。これまで。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） 当初基金額は

ですね、８３４８万８５７９円でございますの

で、そのうち今度返還するのが６８１万６００

０円ということになります。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） そしたら、介護従事者

の処遇改善はもう廃止となったんですね、は

い。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。介護従

事者の処遇改善につきましてはですね、引き続

き介護報酬の中にですね、上乗せされて交付さ

れることになります。ただし、それにつきまし

ては、その各事業所のですね、申請をしなきゃ

いけないと。処遇改善にその給付分を使います

のでということで申請をすると。県に申請をし

て、認められたところがですね、その改善分は

ですね、加算分という形でですね、国保連を通

じて申請された事業所のほうに交付されるとい

う仕組みに切りかわっております。（委員矢本

善彦君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、意見があ

りましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８８号・平成２４年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号について、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第８９号・専決処分の報告及びその承認

について（平成２４年度八代市一般会計補正予

算・第４号（関係分）） 

○委員長（松永純一君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 議案第８９号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第４号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認についてを議題と

し、説明を求めます。 

 まず、健康福祉部から、歳出の第４款・衛生

費について説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。議案書１ページになりますけれども、

議案第８９号・専決処分の報告及びその承認に

つきまして御承認いただきたく、堀次長より説

明させていただきますのでどうぞよろしくお願

いします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、堀健康福祉部

次長。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい、引き続きよろしくお願い申し上げ

ます。座らせていただき説明をさせていただき

ます。 

 議案自体は９月３日招集分の八代市議会９月

定例会議案の１ページ目になります。９月３日

招集分の資料でございます。 

 この会議案の１ページからになりますが、議

案第８９号・専決処分の報告及びその承認につ

いて、お願いいたします。 

 次のページお願いいたします。専決第５号で

す。平成２４年度八代市一般会計補正予算・第

４号のうち健康福祉部が所管します第４款・衛

生費につきまして御説明いたします。 

 続きまして申しわけございません、飛びます

が６ページをお願いいたします。 

 歳出の部でございますが、（｢議案書」「こ

こですね」と呼ぶ者あり）９月３日分の６ペー

ジになります。 

 歳出の部になります。 

 款の見出し中、款の４・衛生費では項の１・

保健衛生費に５２０万円を追加し、１５億１９

７４万２０００円としております。衛生費全体

の補正後の金額は、上段となりますが、４２億

１２６万７０００円となります。 

 １２ページのほうにお願い申し上げます。１

２ページでございますが、歳出でございますで

すね。 

 款の４・衛生費、項の１・保健衛生費、目の

１・保健衛生総務費に５２０万円を追加し、１

１億９１０２万４０００円といたしておりま

す。財源は一般財源でございます。節の２８・

繰出金に５２０万円の簡易水道事業特別会計繰

出金を予定しております。 

 これは７月１２日に梅雨前線豪雨によりまし

て、坂本町管内の簡易水道施設６施設が断水と

なるなどの被害を受け、早急な工事施工が必要

となったことから緊急に補正を行ったものでご

ざいます。被害状況は大平地区と上鎌瀬地区が

浄水場埋没、導水管断裂、田上地区が山腹崩壊

により配水管などの破損、中津道地区が道路陥

没による配水管断裂など、片岩地区が落石など

による給水管の破損、原女木地区が土砂流出に

よる導水管、配水管破損などでございました。

簡易水道事業の災害復旧費補正予算に対しまし

て、同額の５２０万円を繰り出すというもので

ございます。 
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 以上が健康福祉部が所管いたします補正予算

の内容でございます。御承認のほど、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、第４款・衛

生費については終了いたします。（｢ありがと

うございました」と呼ぶ者あり） 

 執行部の入れかえをお願いします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） ちょっと報告をよろしゅうございますで

しょうか。 

○委員長（松永純一君） 誰が。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 先ほどの──。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） 先ほどの報告をお願いできればと。 

○委員長（松永純一君） 先ほど。（｢西濵議

員のお尋ねに」「県の介護基盤緊急整備特別対

策事業」と呼ぶ者あり）（健康福祉部長兼福祉

事務所長上田淑哉君「適化法を受けるかってい

うもので」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい、じゃあ、は

い、國岡課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。先ほど

は西濵委員さんから御質問がありました、熊本

県の介護基盤の緊急整備特別対策事業補助金の

絡みでございまして、これが適化法の対象にな

るかということでございますけれども、調べま

したところ、適化法の対象になるということで

ございました。 

 以上でございます。（委員西濵和博君「は

い、承知しました、ありがとうございました」

と呼ぶ） 

（執行部 入退室） 

○委員長（松永純一君） 次に、教育部から、

歳出の第１０款・災害復旧費について説明願い

ます。 

○教育部長（北岡 博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。議案第８９

号・専決処分の報告及びその承認についてでご

ざいますが、説明を釜次長が行いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。よろしく

お願いいたします。座って説明いたします。 

 資料は１４ページでございます。 

 また、お手元に文教福祉委員会資料２という

ことで、当時の写真を添付をさせていただいて

おります。資料２というものでございます。 

 それでは、１４ページの内容を説明いたしま

す。 

 款の１０・災害復旧費、項４・文教施設災害

復旧費、目１の社会教育施設災害復旧費でござ

います。補正額が３０万円、梅雨前線豪雨災害

復旧事業でございます。去る７月１２日から１

６日にかけて降り続きました豪雨により、さか

もと青少年センターの施設裏手の駐車場の斜面

２カ所と深水社会教育センター敷地内の旧校舎

と旧体育館の間の奥の斜面１カ所に一部土砂崩

れを起こしたことによりまして、その土砂撤去

の費用を補正させていただいたものでございま

す。 

 その写真につきましてが、資料２でございま

すけれども、一応現況写真ってことでつけてお

ります。２ページ目が青少年センターの位置図

を書いております。いわゆる山側の一番奥の斜
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面が２カ所崩れたというものと、深水社会教育

センターについては写真と、資料４ページでご

ざいますけれども、旧校舎と旧体育館、資料で

は僻地集会場っちゅう表示になっております

が、この間の奥の山手の斜面崩壊が一部あった

ということでございます。他の災害復旧とあわ

せて専決処分に至っておるというような状況で

ございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（松永純一君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８９号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第４号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第９５号・財産の取得について 

○委員長（松永純一君） 次に、議案第９５号

・財産の取得についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○教育部長（北岡 博君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。お世話にな

ります。議案第９５号・財産の取得についてで

ございますが、八代市立八代養護学校の校舎改

築に当たり、敷地を取得するものでございま

す。担当課であります教育施設課の増住課長が

説明をいたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○教育施設課長（増住眞也君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、増住教育施設

課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） 教育施設課で

ございます、よろしくお願いします。それでは

座りまして説明させていただきます。 

 議案書の３５ページをお開きお願いいたしま

す。議案第９５号・財産の取得について説明い

たします。 

 八代養護学校校舎の改築に伴いまして、現在

の学校敷地の南側に位置します土地を学校用地

として取得するものでございます。１、物件の

所在地、八代市高島町八番割４５０２番１ほか

１０筆でございます。２、面積が５６７６.０

６平方メートル。３、地目、宅地、田、畑、公

衆用道路でございます。４、取得予定価格でご

ざいますが、８０７５万９１０６円でございま

す。５、契約の相手方でございますが、八代市

高島町４２５９番地、古川京子さんほかごらん

の４名でございます。７月３０日、３１日及び

８月１日にそれぞれ仮契約を済ませました。 

 資料下の提案理由にもございますように、予

定価格２０００万円以上でかつ面積が５０００

平方メートル以上の土地を取得するには八代市

市有財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定により議会の議決を経る必要があるとのこ

とから提案するものでございます。 

 次の３６ページに位置図をつけております。

図中斜線の部分が今回取得を予定している場所

でございます。 

 なお、今後の整備のスケジュールでございま

すが、本議会で御承認をいただきますと、道路

の取りつけ工事、それから調整池等の工事の入

札を１１月に済ませまして、今年度内を工期と
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して工事に取りかかる予定としております。そ

の後、２５年度、２６年度の２カ年で新校舎の

建設、２７年度には既存校舎の解体と屋外附帯

工事を予定しているところでございます。 

 説明のほうは以上でございます。よろしくお

願いします。 

○委員長（松永純一君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（庄野末藏君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、庄野委員。 

○委員（庄野末藏君） 今度はその校舎っちゅ

うほうの改築っちゅうか、するですたいね。

で、高等部の場合は、もうそのプレハブでしと

っでしょうが。将来的にはその改築とかあれを

どうかされるっちゅう計画あっとですかね。 

○教育施設課長（増住眞也君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、増住課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） 高等部につき

ましては現在プレハブとおっしゃいましたけ

ど、軽量鉄骨の校舎が、新校舎があります。そ

れから今現在使っている鉄筋コンクリートのあ

る種の校舎がございまして、プレールームで今

使っているところですけども、こちらの校舎を

ですね、ちょっと改修いたしまして、高等部と

しての教室用とかということで使いたいという

ふうに考えておるところでございます。（委員

庄野末藏君「はい、よかです」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で質疑を終わり

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９５号・財産の取得については可決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

                              

◎請願第４号・八代市教育委員会管轄の公立学

校の敷地内禁煙について 

○委員長（松永純一君） 次に、請願・陳情の

審査に入ります。審査に入ります前に、郵送に

て届いております要望書については、写しをお

手元に配付いたしておりますので、御一読いた

だければと存じます。 

 今回当委員会に付託となっておりますのは、

新規の請願１件に、継続審査の請願２件と陳情

１件です。 

 まず、請願第４号・八代市教育委員会管轄の

公立学校の敷地内禁煙についてを議題といたし

ます。要旨は文書表のとおりですが、念のた

め、書記に朗読いたさせます。 

○書記（小川孝浩君） （書記、朗読） 

○委員長（松永純一君） はい。本請願につい

て質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 今回の請願は私が──

私を含めて３名が紹介議員となっておりますけ

れども、実は請願書をお持ちしたときに、申請

人がこの髙野さんということになってますが、

請願書の中にはですね、すごい、１０ぐらいの

団体と個人が２０人ぐらいの団体の連名で出し

てあったんですが、この印鑑が押してないとい

うことで、もう髙野さんだけということにした

んです。 

 で、私も一般質問でしましたけれども、教育

部のほうが２５年度を目途に全部取り組みたい

と、校内禁煙を取り組みたいという趣旨の発言

をもらいましたので、よければ今回皆様方の同

意を得て、ぜひこの案を通過をしていただきた
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いと思います。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 学校職員の、教員の皆

さんの中でも喫煙者おられると思いますけれど

も、そういう方々への配慮というのはどういっ

た考えになりますかね。これはちょっとわから

んですか。（｢教育委員会は呼ばなかった、待

機してますか」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） それでは、ただいま

の質問について執行部から少し説明を求めたい

と思いますが、ようございますか。（｢はい」

と呼ぶ者あり）じゃあ、教育委員会を、ちょっ

と入れときますか。（｢委員長、小会をお願い

します」と呼ぶ者あり）はい、小会、しばらく

小会します。 

（午前１１時１７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２０分 本会） 

○委員長（松永純一君） はい、本会に戻しま

す。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、塚副課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。じゃ

あ、すいません。先ほどの喫煙する教職員への

配慮をどうするかという質問についてお答えい

たします。 

 現在、教職員で喫煙をする教職員の割合です

けれども、８.１％の教職員が、（｢８.１％」

と呼ぶ者あり）８.１％の教職員が喫煙をして

いる状況でございます。その教職員につきまし

ては、理解や周知を図るため、一定の期間が必

要であるというふうに思います。それらの整備

が整い次第実施するということで、またこの教

職員に対しては、禁煙セミナーの開催を実施し

たり、また、禁煙外来実施医療機関の紹介や治

療についての情報提供を行ったり、また健康診

断、保健指導等の機会における情報提供等を行

ってまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） 福嶋委員、いいです

か。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） やはり、８.１％とい

うことでございますけれども、すぐすぐです

ね、たばこ、この禁煙にできるという状況を、

まあ皆さんにこの努力していただくというよう

な形なんでしょうけれども、あくまでもこうい

う禁煙できるという人がおられるかですたい

ね。簡単にこれがやめられるというのが、でき

るとは思われぬわけですたいね。精神的な苦痛

が与える可能性っちゅうとも考えられます。 

 で、禁煙、この校舎内のですね、その禁煙と

いうのはわかりますけれども、やっぱりそうい

ったところへの配慮もなしにこれを決めて、こ

の決定していいのかという気持ちがあるわけで

すね。で、そこらあたりはですね、もう少しこ

の考えてほしいなというのが私たちの気持ちな

んですけども。 

 何といいましても、この八代市内にはこのた

ばこの栽培者もおられます。あくまでもこの禁

煙を呼びかける方々の一方的な考えのもとでそ

ういうのが、たばこを吸うのは悪いと決めつけ

た中でのこういったいろんなこの話、また、協

議になっていくというのが、ちょっとそこらあ

たりの考えも必要じゃないかなというふうには

思われます。 

 で、私の友人にも結構たばこを吸う人はいる

んですけども、やめたくてもやめられないとい

うような人もおられます。やめて、ほかの病気

を引き起こしたら、またそれもまた健康を害す

るというのも考えられるわけですね。そういっ

たところの配慮をですね、もう少し考えていい
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んじゃないかなというような気はいたします。

そこらあたりをもう少し、どういうふうな形で

やったほうがいいのか、もう少し説明できれば

説明してほしかです。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。この件につ

きましてはですね、今までも禁煙という方向で

ですね、敷地内でのというような方向で、今現

在八代市内の学校でもそれを実施している学校

とできていない学校とがございます。教職員の

異動がございますと、では今吸えるというよう

な状況の中にいらっしゃる先生方が、今度は異

動によって敷地内では吸わないという方針で行

っている学校に行かれた場合にはどうなるのか

ということがございます。 

 また、先ほどもお話の中で出ていたかと思い

ますが、現在八代市を含めまして熊本県内で４

市だけが、市としてですね、管内の学校の敷地

内全面禁煙というのを行っていないと。で、他

の市ではやっていらっしゃるわけですので、当

然管外交流というような形でですね、学校の先

生方も異動によって他の地域へ行かれる場合も

ございます。そうなれば吸えないというような

状況がございます。 

 そういう意味合いからというわけだけではご

ざいませんけども、もう敷地内での禁煙という

方向にはですね、もう向かって行かなければな

らないのではないかなというふうに考えており

ます。ただ、すぐすぐ、今福嶋先生からもおっ

しゃいましたように、現在今たばこを吸ってお

られる皆様方へのいろんなケアといいますか、

そういう部分を考えますときに、２４年度末で

はなかなかそれは、周知の徹底というのは図り

にくいということから２５年度末をめどにとい

うところで目標を決めてですね、行っていきた

いというふうに考えているところでございま

す。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。私も学校側の御

意見っちゅうのも聞きましたけれども、学校側

とすればそういった、今、今後はそういった方

向に向かうだろうと予想はされておりますね。

で、私自身も学校、その校舎内とかそういった

ところで禁煙がなされていくのは、これはもう

もともと反対じゃないんですけれども、そうい

った方々のことを考えれば、私も喫煙者でした

から意味がわかっとですけども、そういったと

ころの人たちへの配慮というものもやっておか

ないと、本当にたばこを愛する人の気持ちはそ

う簡単にですね、曲げられるもんではなかと思

います。 

 で、そういった方向でですね、敷地内という

形をとってしまうなら、どこにおってもこれは

たばこ吸えないわけですね。もう学校施設内っ

ちゅうことになれば。校舎内とか校舎周辺とか

そういった、まあ何とかそういったところも配

慮がでくっならばですね。 

 これを全部私たちがここで賛成で決めてしま

えば、それでよかと思いますけれども、やはり

そういった方々はやっぱりもう少しそういった

ところの、──いきなりのこの決定っちゅうの

は、ちょっと難しいんじゃないかなというふう

には私自身はですね、考えます。で、もう少し

そこんところを配慮していただけるようなこと

であればですね、よかと思いますけども。 

 今さっき、教育部長も言われました２５年

度、全面的にやるということで行けばですね、

そういったところももう少しは配慮もあってい

いんじゃないかなというような気はしますけど

も。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 福嶋議員のおっしゃる

のもようわかっとですけれども、基本的にはこ

のたばこを吸わない人、要は子供たちのことを
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考えた話なんですよね。だから、よその市がで

きとって八代市ができぬちゅうわけではないと

思いますから、できればなるべく学校敷地内で

はたばこを吸わないということに決めれば、そ

れなりに先生たちも対応はされるんじゃないか

と私は思います。で、よそができぬのなら仕方

ないんですけど、よその市町村がやっとるんだ

から八代市ができぬということではないと思い

ます。 

○委員（西濵和博君） 委員長。（委員福嶋安

徳君「はい。あ、よかです、どうぞ、よかです

よ」と呼ぶ）どうぞ。 

○委員長（松永純一君） うん、先に福嶋委

員、どうぞ。まず、さっき答えいただいとらぬ

とですから。 

○委員（福嶋安徳君） はい、はい。いや、も

う私もですね、校舎内とか何とかで禁煙すっと

は、それはもう反対じゃなかですよ。これはも

う当然だろうと思う。で、そういった形でです

ね、もう少したばこを吸う人が、あくまでもや

っぱりやめていかれきんならばですね、それは

もう、それでもうそういった努力がなされてい

けば、もうそれが一番ベターなんですけれど

も。あくまでもやっぱりそれだけ吸っている方

々に対してもう少し、──子供たちへの配慮は

ですね、もちろんそういったところは学校の先

生だけん、それはわからすと思うんですね。そ

こんところをもう少し配慮が必要じゃないかな

という私の意見ですね。 

○委員長（松永純一君） 答弁が要りますか、

ただいまの意見には。 

○委員（福嶋安徳君） いや、もう少し、どう

いった形で進められるのか、もう一度。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。どういった

形でといいますのは、先ほど申しましたよう

に、今現在喫煙をしていらっしゃいます先生方

に禁煙についてのですね、いろんなセミナーへ

の周知をしたり、またはいろんな情報を提供し

たりというようなことで、禁煙の方向にです

ね、行かれるということの御案内をするという

ことでございまして、決して現在喫煙をしてい

らっしゃる先生方に強制的に喫煙をしないでと

いうような話ではございません。どうしてもや

っぱり喫煙をしたいというようなお話があれ

ば、敷地内での喫煙はできないということでご

ざいますので、現在もほかのところでも聞いて

おりますけども、敷地内でできないということ

で敷地外でですね、場所を決めてそちらで吸っ

ておられるというところも現在あるわけですの

で、それは選択として選べるというふうに思い

ますので、学校内で、先ほど言いましたように

教育的ないろんな面での配慮から、やはり敷地

内での禁煙ということにつきましては、やっぱ

り推進していく方向が必要であろうというふう

に考えております。（委員福嶋安徳君「はい、

オーケーです、はい」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） いいですか。 

○委員（西濵和博君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） 西濵委員。 

○委員（西濵和博君） 参考までにお尋ねした

いと思うんですけども、先ほど部長のほうから

御説明ありましたが、八代管内においては敷地

内全面禁煙してる学校とそうでない学校がある

というようなことで、統一化をこれまで図って

いらっしゃらないというお答えだったと思うん

ですけども、ちなみに敷地内の全面禁煙をして

ないところの学校のですね、今回教育委員会が

お考えの意向についてはどういう反応を示され

てるかっていうのが、もしわかればお聞かせい

ただけますでしょうか。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、塚副課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。今の御

質問ですけれども、一応９月の７日の日に校長
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・園長会議がありましたので、この敷地内禁煙

につきまして校長・園長先生方のほうに、次

長、そして私のほうから説明をしたところで

す。時代の流れ、受動喫煙防止、健康増進法等

がありますので、いたし方ないといったところ

で校長・園長先生方は受けとめておられます。 

 ただ、まだ教職員のほうには説明等をしてお

りませんので、まだそちらのほうはこちらのほ

うでは把握しておりません。 

 以上です。（委員西濵和博君「はい、状況わ

かりました」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。さっき教職員の

喫煙率が８.１％、人数にしたら何名ですか。

（｢ちょっと済みません」と呼ぶ者あり）アバ

ウトでいいですよ、教職員の総数がわかればそ

れで。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、塚副課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。教職員

数が今１０４７名いますが、喫煙者数が８５名

です。 

○委員（上村哲三君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。この請願のおっ

しゃることはよく理解できます。私もたばこを

吸います（笑声）ということでですね。じゃ

あ、市庁舎はですね、施設内禁煙であってです

ね、分煙化を進めておる。学校は敷地内全体を

──この請願の内容ですよ、禁煙にしなさいと

いう請願でございますね。で、対象者が学校の

場合には子供があまたであると、児童があまた

であると、幼少年があまたであると。と、この

庁舎内はね、年齢の高い人がおるであるという

ことから分煙と禁煙ていうような色分けを考え

ているのかなと。 

 市長も以前はたばこを吸っておりましたね。

で、あんたやめたんなと私が聞いたら、うんに

ゃ、やめとらぬばい、休止ばいと。というのは

ね、その背景にはやはり年間のたばこ交付税が

ですね、平成２２年度の直近だったと思います

が、７億３０００万円だったというふうにたし

か記憶してますが、合併以前は１０億超えてた

というような中で、やっぱ禁煙化の波の中でそ

んだけ減ってきた。この７億円ていうのはやっ

ぱり、今、税収が落ち込んでいる中でですね、

大変大きな財源じゃなかろうかと。その分の一

部が教育費に回ったり、市に回ったりてして

る。これはもうね、どこがどうなのかって言え

ないけど、そういう部分もあってですね。 

 さっき、福嶋委員のほうから吸う人の立場に

立って、もう少し配慮が足らないんじゃない

か、例えば、公立学校、幼稚園の敷地内禁煙を

した場合に、じゃあ隣の道路で、歩道で先生た

ちは喫煙をするのかと。そこを通る人たちはど

んなイメージで見るかな、先生を。そういう思

いもありますよね、それが１つ。 

 それから嗜好品であるということが１つ。嗜

好品に対してですね、禁煙化を進めますという

ような言い方はね、あまりいきなりは乱暴だと

思う。個人の問題をですね、嗜好の問題を人か

らとやかく言われる筋合いはないて言う人たち

もたくさんいます。これ、極端な例を私が言い

ます。 

 そういう面も考えればですね、今、市役所の

庁舎内が分煙化を進めていると。この間、前垣

委員からも、もうちょっとウサギ小屋みたいな

のはどうにかしてやらぬかいと、たばこ吸いな

る人たちに対してっていうような言葉もあった

ようにですね、やはりその方々のですね、確か

に体に悪い悪いと医学的に言われてますけど、

私が以前子供たちをお世話になっとった病院の

先生もですね、喫煙しとられてしばらくやめて

おられました。で、また吸っとられました。

で、先生また始めたんですかって言うたら、た

ばこはいつでもやめれるよと。でもねって、こ
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のたばこ一服がですね、いろんな頭の整理、ス

トレスの解消につながるんであれば、たばこは

吸っても僕はいいと思いますよと。だから僕も

医者だけどたばこを吸ってますというふうなこ

とも言われました。ただ、たばこは百害あって

一利なしじゃなくてですね、百害あっても一利

ぐらいはあるんですよ。そういうやっぱり医学

界の方がおっしゃるんだからですね、これは有

名な先生だ……。 

 だから、そういうことも踏まえればね、もう

ちょっと喫煙者の立場ちゅうのもね、考えなが

らね、その方向性はあったにしてもですね、徐

々にやっていかないと、あまり強固なことをや

ることが全てなのかなというような気がするん

ですけどね。だから、私はよっぽど法律でたば

こはもう発売も生産も禁止て言われない限り

は、恐らく私は死ぬまでたばこは吸うんじゃな

かろうかなというふうに思っております。 

 でも、分煙化には反対はしません。皆さんが

嫌がるなら分煙、できる場所でたばこは吸いま

す。受動喫煙の問題が問題ならですね、それに

対する受け身側だけじゃなくてですね、やはり

そういう形、起こされる方のこともですね、こ

こはだってずっとやってきてるじゃないです

か。国も制限しないじゃないですか。 

 国の厚生労働省とまた農業関係は全然違った

意見をするでしょう、先ほど話があったように

ね。たばこの耕作面積、八代多いですからね。

そういう面も含めてですよ、少し、もうちょっ

とさっきのような言い方じゃ、もう２５年度の

めどに禁煙を進めますというような言い方、ち

ょっといかがなものかなというふうに、もうち

ょっと庁舎内全体で考えるべき問題じゃないか

なというふうにも思いもします。それに対して

何か意見ありますか、今言ったことで。 

○学校教育課長（塚副 徹君） 済みません、

委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、塚副課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。今、御

質問ありましたが、全くそのとおりかなとも思

います。ただ、学校の教職員の先生方も子供た

ちの目の届かないところで喫煙をしたり、分煙

についてはですね、考えてされているところで

す。ただ、先ほども申しました時代の流れ、公

共の場、子供たちがいる場で、やはり喫煙をす

ることはっていうことで先生方も考えていらっ

しゃるんじゃないかというふうに思います。 

 また、２５年度っていうことですが、２５年

度末っていうことで、２６年の４月からという

ふうにこちらは考えておりますので、今から１

年半ぐらいあると思いますので、その間に。─

─で、先ほど禁煙セミナーとかの実施をするよ

うなお話をしましたが、あくまでも希望者に対

してのこの禁煙セミナーです。で、吸われる分

はですね、結構かと思いますが、そういったと

ころも教職員のほう配慮されながら吸われてい

くんじゃないかなというふうに思っておりま

す。ありがとうございます。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（福嶋安徳君） はい、委員長、もうち

ょっと。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） もう、今上村委員も言

われましたようにですね、そういった内容的に

はそういうふうに考えたほうが、施設内でそう

いった、その少ないのであるならば、もうその

一角あたりもですね、子供たちに迷惑のかから

ないような形、そんところでのっていう気持ち

もあっていいんじゃないかなというふうな気は

いたします。 

 それと今、これはもう今のこの施設内の禁煙

に対しては関係ないかもしれませんけれども、

今国内でいろいろと騒がれております脱法ハー

ブの問題も、今重要視されてきております。そ

ういうのがまた八代でも蔓延してくるならば、
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たばこを禁煙した以外にそういったものがまた

入り込んでくるならば、それこそまだ恐ろしい

状況になっていきはせぬかなという、そちらの

ほうも考えられるわけです。あまりにも禁煙、

禁煙と言い過ぎると、そういった方向、闇の中

にその手を染めていく時代が出てきはしないか

なというふうに私なりに思って、あんまりにも

これ言い過ぎっとはいかぬかなというのも私な

りに思っております。そういった方向性も考え

てですね、やっぱり決断をしたほうがいいかな

というふうには思います。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１１時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４１分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に戻します。 

 なければ、これより採決いたします。採決は

挙手により行いますが、挙手しない者は反対と

みなします。 

 請願第４号・八代市教育委員会管轄の公立学

校の敷地内禁煙については採択と決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手多数と認め、本

件は採択することに決しました。 

 ただいま採択と決しました請願１件について

は、これを市長に送付の上、その処理の経過並

びに結果について報告を求めるものとしたい

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 御異議なしと認め、

そのように決定いたしました。 

                              

◎平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎんが

保育園民営化反対について 

◎平成２３年請願第７号・八代市立保育所民営

化等計画に基づく宮地さくら保育園の民営化計

画中止について 

◎平成２３年陳情第１１号・河俣保育園の存続

について 

○委員長（松永純一君） それでは次に、平成

２２年請願第２号・八代市立白島ぎんが保育園

民営化反対について、平成２３年請願第７号・

八代市立保育所民営化等計画に基づく宮地さく

ら保育園の民営化計画中止について、平成２３

年陳情第１１号・河俣保育園の存続についてで

ありますが、本３件については関連があります

ので一括議題とし、採決についてはおのおの行

うことにいたします。 

 この３件について質疑、御意見を伺う前に、

執行部のほうでこの件、民営化等についての進

捗状況がどのようになっているのか説明を求め

たいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） はい。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。今の現在の民営化の計画の状況につき

まして、こども未来課の松村課長より説明させ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

○こども未来課長（松村 浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、松村こども未

来課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）こど

も未来課、松村でございます。 

 ただいまのお手元のほうに、現在地元、保護

者との協議の場で使っております資料について
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お配りをしていますので、そちらにつきまして

最初に御説明のほうさせていただければという

ふうに思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 それでは、ただいまのお手元のほうにお配り

いただきました八代市立保育園民営化等計画素

案の考え方、たたき台というふうにしておりま

す。一応これはあくまでも私どもが話をする場

でのもとになる一応案ということで、これをも

とにそれぞれ保護者の方からの意見を聞きまし

て、今後素案の計画を策定したいということで

現在進めております。 

 前回の計画と違いますところは、こちらのほ

うの資料でもアンダーラインのほうですね、引

いておりますので、そちらのほうを参考にされ

ていただければというふうに思います。 

 早速、説明のほうに入りますが、まず（１）

計画年次でございますけども、今回策定します

計画の年次は平成２５年度から平成３４年度ま

でで、そのうち第１期計画を平成２５年度から

２９年度、第２期計画を平成３０年度から３４

年度までといたしております。 

 次に（２）で、対象となる保育所でございま

すが、①につきましては前回と変わっておりま

せん。今回②としまして、一部の保育所は拠点

保育所として存続することとしております。 

 この拠点保育所とはどういうものかといいま

すと、市内をある程度ブロック化をしまして、

そのブロックごとに公立保育所を配置し、ブロ

ック内の民間保育所と連携を図っていこうとい

うものでございます。その存続する保育所の役

割としまして、その下のほうに四角で囲んでお

りますが、その中のほうの御説明をいたしま

す。 

 拠点保育所では、保育の実施や保護者の子育

て支援という本来の保育所の役割に加えて、保

育内容に関する事例の調査研究を積極的に行う

など、保育における相談窓口となり、拠点保育

所周辺の民間保育所と連携を行うこととしてお

ります。その１つとしまして①で、公立保育所

が養いましたノウハウを民間保育所と共有する

ことで、市全体の保育サービスの向上に努める

ということでございます。②では、公立保育所

は特別な支援を要する子供の保育が必要になっ

たときや、急激な保育環境の変化への対応する

ためのセーフティーネットとしての役割を果た

しますということをうたっております。例え

ば、特別に配慮が必要な子供さんの預り、いわ

ゆる障害児、障害をお持ちの子供さんとか、ま

たＤＶとか災害などで急にこういう保育が必要

になったときのセーフティーネットとしての役

割を果たしていこうということを考えておりま

す。 

 次に（３）におきましては、民営化の方法で

ございます。まず、丸の最初のところの移管先

のところに、今回社会福祉協議会も移管先の一

つとして検討するというところで入れたところ

でございます。 

 あと変わっておりませんで、最後のほうの

丸、移管にあたっての条件のところでございま

すけども、こちらのほうでは昨年の説明会で要

望が多かった、保育所独自の行事の存続や地域

の保育所としてあってほしいという要望があり

ましたことから、今回下線の文言を追加いたし

たところでございます。 

 続きまして、裏面のほうをごらんいただきた

いと思います。 

 その他の①でございますが、該当保育所の入

所児童への対応としまして、昨年までは引き継

ぎ保育を主にってことで御説明をしておりまし

たが、このほかにも公立保育所保育士の移管先

への交流なども含めたところで協議をするとい

うことで、こちらのほうを追加をいたしており

ます。 

 そのあと変わりましたところとしましては、

（４）統廃合の方法でございます。こちらにつ
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きましては内容のほうの充実を今回しておりま

す。前回まではこちらの統廃合の基準等ござい

ませんでしたので、今回はお示しをするという

ところで明文化をしております。 

 まず、選定基準でございますけども、統廃合

を実施する保育所は、入園児数の推移、地域の

出生数や就学前児童数の状況等を把握し、近隣

に受け入れ可能な認可保育所があり、下記の条

件のいづれかを満たすこととしますと。下記の

条件っていいますのは、①としまして、小学校

校区内に、公立保育所が２カ所以上ある場合。

また、②としまして、入園児童数が２０名を下

回った場合。こういった場合には統廃合を検討

しましょうというふうにしております。 

 しかし、中山間地域におきましては平野部と

違いまして、選択できる保育所が少なかった

り、ほかの保育所までの距離が離れているな

ど、保護者への配慮を行う必要があるというこ

とから、中山間地への対応というのを今回新た

に別途に定めております。 

 その内容は、中山間地においては、できる限

り分園や小規模保育所などの方法で継続できる

ようにします。しかしながら、入園児童が１０

名を下回る状態が続くと見込まれる場合は、統

廃合の検討を行いますというふうにしておりま

す。 

 また、その下の園舎等の跡地利用につきまし

ては、当然のことでございますが、統廃合を実

施した後の園舎等の利活用については、当該地

域と協議をして決めますというようなことにい

たしております。 

 以上が見直し素案、いわゆるたたき台とし

て、現在保護者と話し合いを行っているところ

の内容でございます。 

 そこで、今後のスケジュールでございますけ

ども、その下のほうに書いておりますが、８月

上旬から前計画に上がっておりました６つの保

育園の保護者との協議を始めておりまして、た

だいま４園で１回目を終わったところでござい

ます。 

 昨年までと違いまして、１対１の正面での話

し合いじゃなくて、丸く輪になってですね、座

談会的なことで話し合いを極力させていただい

ているというところで、私たちの考えを伝え、

また保護者の皆様方の率直な考え、御意見を聞

くことができているというふうに感じておりま

す。 

 また、１回では終わらないところもございま

すので、引き続き話し合いを行いまして、方向

性をお互い確認できるように努めていきたいと

いうふうに考えております。まだ行っておりま

せん残りの２園につきまして、１園は来週の月

曜日に一応予定のほう入れております。もう一

園のほうがまだ日程の調整ができておりません

が、早いうちに行っていきたいというふうに作

業を進めております。 

 ただいま行っております保護者との協議が終

わりましたら、それをもとにしました計画見直

し素案をつくりまして、その後は１０月中旬か

ら関係地域の市政協力員あるいは民生児童委員

の皆さんや地域審議会への説明のほかに、パブ

リックコメントの実施と文教福祉委員会への説

明等を行うようにしているところでございま

す。 

 できるだけ１２月中に見直し計画のほうを策

定するというところで、現在スケジュールをつ

くってるところでございます。 

 以上、現在の状況についての説明を終わらせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） はい。ただいまの説

明について質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（福嶋安徳君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。この対象保育園

をブロック化して、いろんな保育の連携をとる

ということで、このブロック化についてもう少
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し詳しく、いいですか。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、松村こども未

来課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。一応

このブロック化につきましては、ただいま公立

保育園の園長を含めたところで区域割りのほう

をしておりまして、まだそこの詳細につきまし

ては出ておりませんので、またこちらのほうが

わかり次第、当委員会のほうで御報告させてい

ただくところでお願いしたいと思います。 

○委員長（松永純一君） いいですか。 

○委員（福嶋安徳君） はい、もうちょっと考

えさせてください。 

○委員長（松永純一君） ほかに。 

 はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。今の説明に関連

するんですけれども、この今陳情が上がってま

す河俣保育園、これは今子供が何人ぐらいおる

んですかね。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） 十五、六名

だったと、ことしでですね。（委員前垣信三君

「十五、六名はおるわけですね」と呼ぶ）は

い。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（庄野末藏君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、庄野委員。 

○委員（庄野末藏君） 今、執行部のほうから

説明があったようにですね、今３件とも継続で

すね。今の説明によれば、内容的にも３件に対

しては継続して様子を見るっちゅうか、そのほ

うがいいんじゃなかろうかと思いますけども。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにはあり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） はい。継続審査につ

いての御意見が出ておりますので、これについ

てお諮りをしたいと思います。採決は挙手によ

り行いますが、挙手しない者は反対とみなしま

す。 

 それでは、平成２２年請願第２号・八代市立

白島ぎんが保育園民営化反対について、継続審

査とするに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 次に、平成２３年請願第７号・八代市立保育

所民営化等計画に基づく宮地さくら保育園の民

営化計画中止については、継続審査とするに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 次に、平成２３年陳情第１１号・河俣保育園

の存続については、継続審査とするに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

○委員長（松永純一君） お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 



 

－28－ 

（午前１１時５６分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に戻します。 

                              

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（松永純一君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上２件です。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（八代市立図書館

の窓口業務の委託状況について） 

○委員長（松永純一君） このうち教育に関す

る諸問題の調査に関連して、執行部から発言の

申し出があっておりますので、これを許しま

す。 

 それでは、八代市立図書館の窓口業務の委託

状況について、説明願います。 

○図書館館長（濵田大祐君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、濵田図書館

長。 

○図書館館長（濵田大祐君） はい。こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）図書館の

濵田でございます。八代市立図書館の窓口業務

の委託状況について御説明をさせていただきま

す。失礼をして、座って説明をさせていただき

ます。 

 お手元の八代市立図書館の窓口業務の委託状

況についてという資料をごらんいただきたいと

思います。 

 初めに、１、図書館の平成２４年７月１日か

らの新たな取り組みについて御説明申し上げま

す。平成２３年度に図書館の運営方針を策定い

たしまして、その方針に基づき、本年度具体的

な取り組みを行っております。 

 まず、（１）開館日の拡充としまして、①定

例休館日の廃止。（｢資料を」「よかよか、進

めよってよかです」「よかよかどうぞ」と呼ぶ

者あり）はい、済みません、（発言する者あ

り）②整理休館日の廃止。本館、毎月最終水曜

日、分館、最終木曜日を廃止いたしました。③

祝日休館日の廃止をいたしております。④蔵書

点検休館日の短縮をいたしました。３館ごとに

１４日間だったのを、３館合計で７日間へ短縮

いたしました。⑤保守点検による休館日の設

定。年間１３日間程度設定いたしております。

⑥年末年始日の休館。６日間はこれまで同様の

設定でございます。その結果、平成２３年度の

これまで年間２７４日だった開館日を３３９日

へ、年間６５日間ふやしております。 

 また、⑦分館の開館時刻の変更をいたしてお

ります。午前１０時に開館していたものを、午

前９時３０分開館に変更しております。この結

果、開館時間は月曜から金曜まで９時３０分か

ら１８時までで、本館も分館共通でございま

す。土日祝日は９時３０分から１７時までで、

本館、千丁分館共通といたしております。 

 次に（２）窓口業務の業務委託化としまし

て、ここでは人数を御紹介いたしたいと思いま

す。①月曜から金曜日までは本館４名、夏休み

２カ月間５名、分館３名、夏休み２カ月間は４

名でございます。②土日祝日は、本館７名、分

館４名としまして、以上、最低限の人数として

委託をいたしております。 

 （３）貸し出し冊数等の増加。①貸し出し冊

数を１人５冊から１０冊へ増加しております。

②予約リクエストを３館合計、１カ月５冊から

１０冊へふやしております。 

 次に、（４）移動図書館車巡回場所の見直し

をいたしております。①利用の少ない巡回場所

を２カ所廃止し、新たに１１カ所を新設いたし

ております。詳しくは資料の４ページをごらん

いただきたいと思います。説明は割愛させてい
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ただきます。 

 次に、資料の５ページをごらんいただきたい

と思います。 

 ５ページに、現在の本年度の利用状況をお記

しております。平成２３年度、２４年度の入館

者数等の比較表でございます。まず、入館者数

ですが、本館では平成２３年度に対しまして７

月が２９％増、８月が４３％増となっておりま

す。館全体の合計で７月が１９％、８月が３４

％増となっております。 

 貸し出し冊数につきましては、本館の７月が

３３％、８月が３７％増となっております。館

全体では、７月が２３％、８月が３２％増とな

っております。 

 登録者数につきましては、本館が７月末で４

％、８月末で４％増となっております。館全体

でも同様の増加率となっております。 

 以上のように、約２割の開館日の増に対しま

して、２割以上の伸び率が得られているものと

考えているところでございます。 

 それでは、資料の１ページへお戻りいただき

たいと思います。 

 中段にその他としまして、博物館・文化まち

づくり課・図書館の３館連携サービスを始めて

おります。各館や課が所蔵するレファレンス資

料及び情報を連携しまして、市民の皆様へ効率

的に提供するようにいたしております。例え

ば、八代市の歴史についてお尋ねがあった場

合、図書館にない詳しい内容であった場合は、

文化まちづくり課の学芸員等を紹介し、そちら

で詳しい資料及び説明をしていただく案内をす

ることでございます。図書館のサービスとし

て、レファレンスサービスとして位置づけられ

ているものでございます。資料所有機関を紹介

するものでござまして、平成２４年４月から連

携をいたしております。 

 次の町なか図書室との連携でございますが、

本町アーケードの交流施設、まちなかホームル

ームたまりんば内に設置された町なか図書室へ

図書や雑誌、平成２３年度から合計で１８００

冊程度を提供したり、図書館で町なか図書室を

紹介するなどし、お互いの利用の促進を図って

いるところでございます。 

 続きまして、飲料水自販機の設置。本館でご

ざいますが、これは平成２３年度に運営方針の

パブリックコメントを募集した際に寄せられた

意見や熱中症対策及び図書館サービスの一環と

しまして、平成２４年１０月１日をめどに設置

を予定しているものでございます。飲食につき

ましては１階ロビーの談話コーナーのみでご利

用いただいているところでございます。 

 次のマルチメディアコーナーの新設でござい

ますが、児童コーナーの一角に八代産の置き畳

を敷き、カーテン及び本棚で囲った約１２平米

程度の広さの空間で、障害を持った子供さんや

親子の方々などに、気軽に、リラックスして、

使用していただけるスペースとして新設いたし

ております。この事業は、ふるさと納税制度に

基づくふるさと八代元気づくり応援基金１００

万円を活用し、実施しております。 

 記者室への資料提供は１０月１日を予定して

いるところでございます。また、市内の保育

園、幼稚園、小学校等へも御利用の案内をする

予定でございます。 

 マルチメディアコーナーの備品及び図書資料

でございますが、資料の２ページに記載させて

いただいております。説明は割愛させていただ

きます。 

 次に、中段にこれまでに寄せられた声としま

して、本年度の７月からの新しい取り組みにつ

きまして、市民の皆様方からいろんな御意見を

頂戴いたしております。本館、千丁分館の分を

記載しておりますが、いろんな、──批判的な

御意見もいろいろいただいておりますが、私ど

もとしましては前向きに捉えさせていただきま

して、今後改善するところはさらに改善をしな
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がら、より一層市民サービスに努めていきたい

と考えております。読み上げは割愛させていた

だきます。 

 続きまして、資料の３ページをごらんいただ

きたいと思います。２、窓口業務の委託状況に

ついてでございますが、まず初めに、委託業者

でございます。一般社団法人八代弘済会、理事

長、村山忍氏。住所は八代市本町１丁目１０－

３５でございます。 

 次に、委託内容ですが、委託期間は平成２４

年７月１日から平成２５年６月３０日までの１

年間でございます。 

 次に、委託料は月額２７５万７１２７円の税

込み金額で、平成２４年度の９カ月間で計算し

ますと２４８１万４１４３円となっておりま

す。 

 次の委託業務ですが、窓口業務及び関連業務

を委託しております。委託の形態は請負業務と

なっております。①から⑩までの業務を委託し

ているところでございます。 

 次に、基準配置人員でございますが、各館に

何人配置するかという基準でございます。その

最低限の人数を定めて契約をいたしておりま

す。通常期では、本館、月曜から金曜まで４

人、土日祝日７人、千丁分館、鏡分館、月曜か

ら金曜日まで３人、土日祝日４人、合計します

と月曜から金曜までが１０人、土日祝日１５人

でございます。次に、夏季繁忙期、いわゆる７

月、８月で、利用者の方々、入館者数が多い月

でございますが、本館、月曜から金曜まで５

人、土日祝日７人、千丁、鏡分館、月曜から金

曜日まで４人、土日祝日４人の、合計しまして

月曜から金曜まで１３人、土日祝日１５人でご

ざいます。 

 次に、統括責任者及び副統括責任者の配置で

ございますが、各館に副統括責任者１名──常

駐スタッフでございますが、を配置し、受託業

務が円滑かつ安定的に履行できるよう現場の統

括を行うとともに、必要に応じて委託者との協

議を行うこととしております。次に、副統括責

任者３名を統括する統括責任者は常駐スタッフ

ではありませんが、１名を設定しまして、副統

括責任者及び業務従事者の指揮監督を行うこと

としております。また、定期報告を行うととも

に、適宜、委託者との連絡調整及び協議を行う

こととしております。 

 （３）現在の窓口の状況でございますが、弘

済会の業務従事者の中には、以前から窓口業務

に携わった人が９名程度おりまして、率先して

手本を見せるとともに、業務日誌の翌日への申

し送りによる横の連携を図った窓口サービスを

実施しております。また、服装は、女性は紺の

チェックのベストを着用し、男性はオレンジの

作業着を着用して、いらっしゃいませ、おはよ

うございます、ありがとうございます等の統一

した接遇に努めております。さらに、受託業者

が自発的に施設点検日等を利用しまして、例え

ば次回の本館の９月２６日等を活用して接遇研

修を開催するなどし、窓口での接遇の向上及び

窓口サービスの向上を図っているところでござ

います。 

 以上、説明を終わらせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） ただいまの説明につ

いて、何か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（福嶋安徳君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） この委託がなされて、

職員さんとの何といいますか、入れかわり、そ

こんところでこの申し送りとか、こういった内

容説明とか、そういうのは徹底してあります

か。 

○図書館館長（濵田大祐君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、濵田図書館

長。 

○図書館館長（濵田大祐君） はい。市の職員
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及び委託業者の職員間の連携につきましても、

毎日業務日誌をつけていただきまして、供覧す

ることによりまして、翌日の委託の職員の方あ

るいは私どもにも報告をしていただくなどしま

して情報を共有化をいたしております。 

 以上でございます。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。内容的にはもう

それが当然だろうと思いますけれども、何とい

いましても、利用者については、何ちゅうか、

今までベテランの方がおられて、新しい人がそ

ういったところの配慮がなされないっていう、

そういうのが感じられるとこもあるように思わ

れますので、そういったところをですね、もう

少しやっぱり確認していただくようなことがい

いんじゃないかなというふうに思います。 

○委員長（松永純一君） いいですか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） 済みません、分館の運

営の実情についてお尋ねしたいんですけれど

も、３ページの中に配置人員が、平日、それか

ら土日祝というふうに書いてございますけれど

も、分館において、正職員の方が全くいらっし

ゃらなくて委託職員だけになったりするような

ことはございませんですか。 

○図書館館長（濵田大祐君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、濵田図書館

長。 

○図書館館長（濵田大祐君） はい。月曜から

金曜までの平日の中では、職員が振りかえ休日

等をですね、取得した場合は、そういった状況

になります。ただ、千丁分館それから鏡分館連

携しましてですね、そういうことがないように

市の職員が休暇をとる場合はですね、どちらか

には常駐するようなですね、配慮はいたしてお

ります。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） 今、どちらかというよ

うなお話がございましたけれども、逆説的にと

ると、どちらか一方は職員がいないっていう状

況があり得るっていうふうに受けとめたんです

けど、そうした場合ちょっと気になりますの

が、今回窓口業務、いわゆるカウンター業務の

委託ではありつつも、場合によってはカウンタ

ー業務のみならず、本来職員がすべき業務も委

託業者の方が対応しなければいけなかったり、

あるいは施設の管理面とかですね、そういった

ところも一切その終日対応せざるを得ないって

いうような場合が起こり得るんじゃないかなっ

ていうふうにちょっと懸念するんですけども、

そこら辺はいかがでしょうか。 

○図書館館長（濵田大祐君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、濵田図書館

長。 

○図書館館長（濵田大祐君） はい。今御指摘

の業務につきましてはですね、きちんと仕様書

等でですね、区分をいたしまして、職員がすべ

き業務、それから委託業者の方がすべき業務と

いうのを区分いたしまして、それぞれ従事して

いただいております。委託業務の中には、施設

の管理業務等、いわゆる開館業務、それから閉

館業務、そういったものも含んでおりますの

で、委託業務の範疇で実施をしていただいてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。きょうちょっと

時間の都合もありまして、それ以上詳しくはお

聞きしようとは思いませんけれども、今おっし

ゃったような、もともとカテゴリーをですね、
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分類しての委託であったというのが明白であれ

ば一定の理解はできるところがあるんですけれ

ども、受けとめ方が窓口業務を主たるものとし

て認識してたところもありましてですね、今

後、今御説明があったところについても、ちょ

っと検証させていただければと思っておりま

す。本日はここまでとします。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） はい、ほかにありま

せんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 確かにですね、今説明

があったように、今まで５冊借ってたのが１０

冊で、私もよく孫を連れていくんですけどね、

すごく接遇もよくなりまして、またブラインド

なんかもかえていただいてね、明るくなって、

すごくよくなったと感心してます。 

 私たちもですね、よく視察に行くんですけど

も、借ってから返すときにですね、駅前とかい

ろんなところにですね、返却ボックスがあるん

ですよね。それまで、もしよかったらね、して

いただいたら市民の方が大分ね、助かるんじゃ

なかろうと思うんで、そんなのもちょっと考え

とってください。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、八代市立

図書館の窓口業務の委託状況については終了い

たします。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（金剛小学校校舎

改築の基本設計について） 

○委員長（松永純一君） 次に、金剛小学校校

舎改築の基本設計について説明願います。 

○教育施設課長（増住眞也君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、増住教育施設

課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） はい。教育施

設課でございます。よろしくお願いいたしま

す。それでは、座りまして説明させていただき

ます。 

 お手元にパース図のついた３枚物の資料あり

ますでしょうか。（｢あります、大丈夫です

よ」と呼ぶ者あり）はい。 

 それでは、現在金剛小学校校舎の設計業務を

行っておりますが、学校側との協議もあらかた

調いまして、基本設計が固まりつつある段階で

ございます。これからこの基本設計をもとに実

施設計へと進むこととなりますので、その前

に、現段階での案について御報告をするもので

ございます。 

 資料の１ページ目に、パース図をカラーで載

せております。このパース図は東側の方角から

正門を挟んで学校を臨んだ図となっておりま

す。正門は現在のバス通りに面した位置と、こ

れは変わっておりません。右下の白い建物が現

在の体育館、それから緑色の屋根の建物が今回

予定しております新校舎でございます。 

 前回、改築となった経緯をお話を申し上げた

際に、ロの字型の校舎のイメージ図を御紹介い

たしました。学校側との協議の中で、正門から

の進入場所がロの字型よりはこちらのほうが広

くとれるということがございまして、最終的に

はアルファベットのＨの字の１辺を縮めたよう

なレイアウトへと変更したところでございま

す。 

 ２ページ目をお開きをお願いいたします。１

階の平面図で、方角は上が北側、下が南側とな

っております。 

 新校舎は基本的に北側の校舎の１階が管理

棟、２階、３階が特別教室と、それから南側の

校舎が普通教室棟となっております。正門から

入った北側に来賓駐車場がございまして、その
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近くに来賓と教職員用の玄関口がございます。

その下に昇降口と書いてありますのは児童用で

ございます。また、南側の校舎でございますけ

ど、１階でございますので低学年の普通教室、

それから特別支援教室を配置いたしておりま

す。 

 次のページをお願いいたします。左側が２

階、右側が３階の平面図となります。 

 ２階の南側の校舎に３年生、４年生の普通教

室とそれからパソコン室、北側に職員室、図書

室等の特別教室を予定しています。それから右

側の３階でございますが、南側の校舎に５・６

年生、北側に音楽室等の特別教室を配置してお

るところでございます。 

 ちょっと資料前後しますが、２ページ目にち

ょっとお戻りをお願いいたします。 

 資料の左下に床面積を載せております。１階

から３階までの合計が３２５４.６２平方メー

トルとなっております。既存の校舎の面積が約

２９００平方メートルですので、今の建物より

少し広くなっております。その主な要因でござ

いますが、トイレが現在外に小規模のものが２

カ所、それから中に１カ所しかございません。

これらを取り込む形で改善をいたします。それ

から、新校舎の形状から管理棟、それから特別

教室、普通教室が３階建ての廊下で結ぶという

ような形になりますので、廊下の長さが現在の

建物と大きく異なります。このようなことから

面積が増加いたしておりますものの、普通教室

や特別教室の数等につきましては、現在と同数

を予定してるところでございます。 

 なお、職員駐車場を体育館の、──図で申し

ますと左側、方角では西側になりますが、に配

置いたしております。これに伴いまして、学校

の北側のところにですね、主に車用となります

けども、新たな出入り口を設ける予定でござい

ます。資料の中に屋内運動場、体育館のところ

に便所と書いてありますが、その上のところ、

横でございます。 

 資料にちょっともう書いてございますとお

り、この学校の北側の道路というのは約１００

メートル程度ございますが、私道でございま

す。で、道路の所有者、それから地元の調整で

すね、ここを頻繁に通ることとなりますので、

そういう調整をこれから図ってまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。 

 なお、整備のスケジュールでございますが、

教育委員会といたしましては、２５年度中に工

事に取りかかりたいというふうに考えておりま

すけども、国の補助の関係がございまして、現

段階ではまだ決定はしていないところでござい

ます。今後、国の補助金の状況等見ながら、な

るべく早い時期に工事ができるよう努めてまい

りたいというふうに考えております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（松永純一君） はい。ただいまの説

明について、質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、金剛小学

校校舎改築の基本設計についてを終了します。 

 そのほか、委員会の所管事務調査について何

かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、所管事務調

査２件についての調査を終了します。 

 それでは、当委員会の管外行政視察について

少し協議をしますので、しばらく小会します。 

（午後０時１９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時２１分 本会） 

○委員長（松永純一君） それでは、本会に戻

します。 

 当委員会の管外行政視察は、平成２４年１０

月３０日から１１月２日までの４日間、富山県

富山市、埼玉県熊谷市、埼玉県坂戸市及び千葉

県野田市へ行政視察に参りたいと思いますが、
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これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 次に、閉会中の継続

審査及び調査の件についてお諮りいたします。 

 所管事務調査２件及び請願２件、陳情１件に

つきましては、なお審査及び調査を要とすると

思いますので、引き続き閉会中の継続審査及び

調査の申し出をしたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、当委員会の派遣承認要求の件について

お諮りいたします。 

 本委員会は、平成２４年１０月３０日から１

１月２日までの４日間、教育に関する諸問題の

調査、保健・福祉に関する諸問題の調査のた

め、富山県富山市、埼玉県熊谷市、埼玉県坂戸

市及び千葉県野田市へ行政視察に参りたいと思

います。このことについて、議長宛て派遣承認

要求の手続きをとらせていただきたいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全て終了いた

しました。 

 これをもって文教福祉委員会を散会いたしま

す。 

（午後０時２２分 閉会） 
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